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『キネマ旬報』は第二次世界大戦前からある雑
誌で、戦後は昭和 25年に復刊され、現在、毎月
2回発行されている。毎年 2月の下旬号では、そ
の年度の映画のベスト・テンが発表されている。
日本映画と外国映画別に、選考委員が投票を行
う。選出方法は、各委員選出ベスト・テンの第 1
位を 10点、第 2位を 9点、以下 10位を 1点とて
全体点数を集計、合計点の多い作品から、『キネ
マ旬報』ベスト・テンを選出するというシステム
によっている。この選考委員がどのようなやり方
で選考されているのかは明らかではないが、彼ら
の肩書きを見れば、映画評論家と呼ばれている人
たちが大半を占めている。また『キネマ旬報』に
は、読者選出ベスト・テンも載せられている。こ
れも同様のやり方で投票が行われている。『キネ
マ旬報』の読者層は、映画通というか、映画のマ
ニアがその大半を占めているものと思われる。し
たがって、『キネマ旬報』の読者によって選出さ
れる映画は、やや偏りがあり、まったくの素人の
選出とは異なるかも知れない。
藤原（1989）は 1981年度から 1988年度までの
『キネマ旬報』のベスト・テンの分析結果から、
読者の評価と評論家の評価が極端に分かれる外国
映画一覧を始めて明らかにした。更に藤原
（2005）は 1990年度から 2003年度までのデータ
ーで同様の分析を行なった。その手続きは、読者
のベスト 20には入っているが、評論家のベスト
20には登場しない映画、そして逆に、評論家の
ベスト 20には入っているが、読者のベスト 20に
は登場しない映画が何であるのかを示した。前者
を筆者は、「読者偏愛」の映画、後者を「評論家
偏愛」の映画と便宜的に呼ぶことにする。また藤
原（2011）は、『キネマ旬報ベスト・テン 80回全
史』の資料ならびにその後のキネマ旬報ベスト・
テンの発表資料に基づき、1955年度から 2010年
度までの「評論家偏愛」外国映画と「読者偏愛」
外国映画の一覧表を作成した。ただし 1955年か
ら 1971年までは、男女別々に集計が行なわれて
いたこと、そして選考委員の数が少ないという問
題もあり、ベスト 10で集計を行なった。その結
果、「評論家偏愛」映画と「読者偏愛」映画との
違いは製作国であることが明らかになった。読者
偏愛の映画つまり『キネマ旬報』の読者に人気が
あるのはアメリカ映画ということになる。また単
純性がこれらの映画群を理解するキー・ワードと
いうことになる。SFX、アクション、活劇、恋愛
・愛情、サスペンス・ホラーといったジャンルに
属する映画が多く、娯楽性、大衆性がその特徴で
ある。それに対して「評論家偏愛」の映画は、ア
メリカ以外の国の比率が高い。国によるバラツキ
もかなりあり、多様性に満ちた映画群というキー
・ワードでまとめられる。癖のある、アクの強
い、映画刺激の複雑性が高い映画群が「評論家偏
愛」の映画ということになる。比喩的に表現する
ならば、読者偏愛の映画はファーストフード、評
論家偏愛映画はスロフードに喩えられるかもしれ
ない。
本稿は藤原（2011）に続いて日本映画で同様の
分析を行なった結果の報告である。図 1は 1946
年から 2010年にかけて、日本映画の選考委員の
数がどのように変化したのかを示したものであ
る。この結果は、選考委員の構成メンバーに若干
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の違いがあるだけなので、外国映画の選考委員の
分析結果（藤原，2011）とほぼ同じである。すな
わちこのグラフから選考委員の数の変化には三つ
の段階があることが読み取れる。第 1段階は 1946
年から 1950年の間で選考委員の数は 20人前後で
ある。第 2段階は 1951年から 1968年の間で選考
委員の数は 35人くらいである。第 3段階は 1969
年から 2010年の間で、選考委員の数は年度によ
って多少の変動はあるが、60人から 70人の間を
行き来している。こうした結果は、日本全国の映
画館数のピークが 1960年、映画館入場者数のピ
ークは 1958年といった資料と連動しているよう
に思われる。つまり第 2段階は映画産業の黄金期
と重なっており、第二次世界大戦後の映画産業の
発展と凋落と連動しているように思われる。
表 1は、1955年から 1971年までベスト 10 で
集計を行なった結果、表 2は 1971年から 2010年
までベスト 20による分集計結果である。
これらの結果から「読者偏愛」の映画は、娯楽
性、大衆性、分かりやすく、単純性を特徴として
図 1 年度別にみた選考委員の数の変化
表 1 評論家好みの日本映画と読者好みの日本映画の一覧表
年度 評論家偏愛の映画 読者偏愛の映画
1955 1美女と怪龍 1遠い雲
2新・平家物語
1956 1台風騒動記 1嵐
1957 1幕末太陽伝 1地上
2雪国
3挽歌
1958 1張り込み
2裸の太陽
1この天の虹
2つづり方兄弟
3陽のあたる坂道
1959 1鍵
2第五福竜丸
3人間の条件（第三部・第四部）
1暗夜行路
2お早う
1960 1裸の島
2豚と軍艦
3秘境ヒマラヤ
4日本の夜と霧
1女が階段を上るとき
2ぼんち
3太陽の墓場
4親鸞
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1961 1飼育
2黒い十人の女
1小早川家の秋
2宮本武蔵
1962 1おとし穴
2にっぽんのお婆ぁちゃん
1二人で歩いた幾春秋
2山河あり
1963 1彼女と彼
2母
3白と黒
1江分利満氏の優雅な生活
2雪之丞変化
3古都
4みんな我が子
1964 1怪談
2飢餓海峡
3傷だらけの山河
4甘い汁
5われ一粒の麦なれど
1五瓣の椿
2愛と死を見つめて
3鮫
4悪の紋章
5鬼婆
6乾いた花
1965 1証人の椅子
2冷や飯とおさんとちゃん
3恐山の女
1清作の妻
2兵隊やくざ
3美しさと哀しみと
1966 1白昼の通り魔
2女の中にいる他人
1愛と死の記録
2氷点
1967 1人間蒸発
2愛の渇き
3なつかしき笛や太鼓
1千曲川絶唱
2愛の賛歌
3日本春歌考
1968 1燃えつきた地図
2吹けば飛ぶよな男だが
1爽春
2めぐりあい
1969 1ベトナム
2続・男はつらいよ
3新宿泥棒日記
1栄光への 5000キロ
2人斬り
3若者は行く－続若者たち－
4日も月も
1970 1橋のない川・第二部 1赤頭巾ちゃん気をつけて
1971 1真剣勝負
2やさしいにっぽん人
3男はつらいよ・寅次郎恋歌
1男はつらいよ・純情篇
2遊び
3されど我らが日々より－別れの詩
4緋牡丹博徒・お命戴きます
表 2 評論家好みの日本映画と読者好みの日本映画の一覧表
年度 評論家偏愛の映画 読者偏愛の映画
1972 1サマー・ソルジャー
2札幌オリンピック
3あゝ声なき友
4天使の恍惚
1濡れた標的
2音楽
3八月はエロスのにおい
4現代やくざ 人斬り与太
1973 1津軽じょんがら節
2男はつらいよ・私の寅さん
3水俣一揆
4三里塚・辺田部落
5讃歌
6塩狩峠
1二十歳の原点
2化石の森
3女郎責め地獄
4忍ぶ糸
5日本侠花伝
1974 1わが道
2襤褸の旗
3極私的エロス・恋歌 1974
4四畳半襖の裏張り・しのび肌
5あさき夢みし
6色情めす市場
1バージンブルース
2無 やどなし 宿
3 0課の女・赤い手錠
4あばよダチ公
5日本沈没
6津軽じょんがら節
1975 1どっこい！人間節
2黒薔薇昇天
3不知火海
4吶 とっかん 喊
5医学としての水俣病Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
6櫛の火
1鬼の詩
2動脈列島
3トラック野郎・御意見無用
4アフリカの光
5県警対組織暴力
6本陣殺人事件
1976 1男はつらいよ 葛飾立志篇
2ふたりのイーダ
3暴行切り裂きジャック
4四年三組のはた
5金閣寺
1喜劇・大誘拐
2挽歌
3やさぐれ刑事
4暴走パニック 大激突
5犯す！
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1977 1ねむの木の詩がきこえる
2遠い一本の道
3黒木太郎の愛と冒険
4男はつらいよ 寅次郎純情詩集
5北村透谷 わが冬の旅
6悶絶！！どんでん返し
1瞳の中の訪問者
2日本の首領 野望篇
3獄門島
4宇宙戦艦ヤマト
5人間の証明
6 HOUSE
1978 1星空のマリオネット
2男はつらいよ 寅次郎わが道をゆく
3イーハトーブの赤い屋根
4白き氷河の果てに
5さすらいの恋人 眩暈
6ピンクサロン 好色五人女
1ふりむけば愛
2さらば宇宙戦艦ヤマト・愛の戦士たち
3オレンジロード急行
4ブルークリスマス
5皇帝のいない八月
6野生の証明
1979 1 Keiko
2もう頬づえはつかない
3絞殺
4子育てごっこ
5男はつらいよ 噂の寅次郎
6龍の子太郎
1戦国自衛隊
2黄金のパートナー
3配達されない三通の手紙
4ルパン三世・カリオストロの城
5処刑遊戯
6蘇る金狼
1980 1アフリカ物語
2古都
3おんなの細道 濡れた海峡
1動乱
2思えば遠くへ来たもんだ
3野獣死すべし
1981 1近頃なぜチャールストン
2野菊の墓
3アッシイたちの街
4男はつらいよ 浪速の恋の物語
5風の歌を聴け
1魔界転生
2北斎漫画
3連合艦隊
4じゃりん子チエ
5さよなら銀河鉄道 999
1982 1ニッポン国・古家敷村
2遠野物語
3怪異談 いきてゐる小平次
4早池峰の賦
5ダイアモンドは傷つかない
6キッドナップ・ブルース
1大日本帝国
2海峡
3道頓堀川
4天使のはらわた・赤い淫画
5刑事物語
1983 1十階のモスキート
2この子を残して
3ションベン・ライダー
4曽根崎心中
5もどり川
6オキナワの少年
7 BLOW THE NIGHT! 夜をぶっとばせ
1探偵物語
2南極物語
3うる星やつら／オンリー・ユー
4里見八犬伝
5みゆき
6クラッシャージョウ
1984 1美加マドカ 指を濡らす女
2人魚伝説
3ロケーション
1天国の駅
2すかんぴんウォーク
3メイン・テーマ
1985 1生きているうちが花なのよ 死んだらそれまでよ
党宣言
2春の鐘
3櫂
4ひとひらの雪
5カポネ大いに泣く
1野蛮人のように
2夜叉
3夢千代日記
4雪の断章・情熱
5二代目はクリスチャン
1986 1落葉樹
2片翼だけの天使
3君は裸足の神を見たか
4螢川
5沙耶のいる透視図
6離婚しない女
1植村直己物語
2時計
3ア・フォーマンス
4そろばんずく
5道
6めぞん一刻
1987 1 1000年刻みの日時計 牧野村物語
2柳川掘割物語
3次郎物語
4家庭教師
5イタズ－熊－
6ロビンソンの庭
7ウェルター
1トットチャンネル
2私をスキーに連れてって
3螢川
4竹取物語
5ハチ公物語
6恐怖のヤッちゃん
7漂流教室
8ネオアミスの翼
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1988 1郷愁
2さくら隊散る
3会社物語
4上海バスキング
5ドグラ・マグラ
6ふたりぼっち
1アキラ
2優駿
3ぼくらの七日間戦争
4この胸のときめきを
5四月怪談
6帝都物語
1989 1ウンタマギルー
2ノーライフキング
3夢の祭り
4男はつらいよ 寅次郎サラダ記念日
5砂の上のロビンソン
1君は僕をスキになる
2風の又三郎／ガラスのマント
3激突 将軍家光の乱心
4スィートホーム
5機動警察パトレイバー
1990 1安心して老いるために
2てなもんやコネクション
3式部物語
4さらば愛しのやくざ
5老人と海
6飛ぶ夢をしばらく見ない
1香港パラダイス
2ほしをつぐもの
3天と地と
4ボクが病気になった理由
1991 1王手
2四万十川
3ワールドアパートメントホラー
4あさって DANCE
5老人 Z
1男はつらいよ・寅次郎の休日
2ゴジラ vs キングギドラ
3ヒルコ／妖怪ハンター
4渋滞
5満月
1992 1歌舞伎役者片岡仁左衛門
2ひかりごけ
3あふれる熱い涙
4軍艦武蔵
1ミンボーの女
2外科室
3エンジェル 僕の歌は君の歌
4おろしや国粋夢譚
1993 1望郷
2卒業旅行 ニホンから来ました
3乳房
1水の旅人 侍 KIDS
2ナースコール
3大病人
1994 1集団左遷
2釣りバカ日誌 S
3愛の新世界
4妻はフィリピーナ
5東雲楼・女の乱
6エレファントソング
1河童
2我が人生最悪の時
3ラストソング
4エンジェル・ダスト
5 RAMPO（奥山版）
6免許がない！
1995 1 TOKYO FIST／東京フィスト
2渚のシンドバッド
3緊急呼出し／エマージェンシー・コール
4白い馬
5旅するパオジャンフー
6新・悲しきヒットマン
7日本製少年
1あした
2 EAST MEETS WEST
3打ち上げ花火、下からみるか？横からみるか？
4トイレの花子さん
5攻殻機動隊／GHOST IN THE SHELL
6この窓は君のもの
7日本一短い「母」への手紙
1996 1シャブ極道
2歌舞伎役者片岡仁左衛門 登仙の巻
3アトランタ・ブギ
1男たちのかいた絵
2スーパーの女
3八つ墓村
1997 1鉄塔武蔵野線
2身も心も
3 2／デュオ
4二人が喋ってる。
5夏時間の大人たち
6いちご同盟
1ポストマン・ブルース
2マルタイの女
3月とキャベツ
4 Lie lie Lie
5虹をつかむ男
1998 1ねじ式
2時雨の記
3「A」
4てなもんや商社
5フレンチドレッシング
6プライド 運命の瞬間
1リング
2四月物語
3ラブ・レター
4不夜城
5生きない
6キリコの風景
1999 1どこまでもいこう
2 DEAD OR ALIVE 犯罪者
3月光の囁き
1ガメラ 3 邪神覚醒
2鮫肌男と桃尻女
3秘密
4双生児
5 avec mon mari
6メッセンジャー
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いるものと解釈される。表 1では、『新・平家物
語』（溝口健二監督、吉川英治原作）、『親鸞』（田
坂具降監督、吉川英治原作）、『雪之丞変化』（市
川昆監督）、『宮本武蔵』（内田吐夢監督、吉川英
治原作）、『人斬り』（五社英雄監督）といった時
代劇が目につく。また評判になったベストセラー
文芸や新聞小説の映画化『挽歌』（五所平之助監
督、原田康子原作）、『陽のあたる坂道』（田坂具
2000 1バトル・ロワイアル
2三文役者
3老親
4 NAGISA なぎさ
1五条霊戦記／／GOJOE
2クロス・ファイア
3スペーストラベラーズ
4ジョブナイル
5 MONDAY
6金髪の草原
2001 1ハッシュ！
2まぶだち
3光の雨
4ピストルオペラ
5回路
6非・バランス
1バトル・ロワイアル
2三文役者
3サトラレ TRIBUTE to a SAD GENIUS
4真夜中まで
5ゴジラ・モスラ・キングギドラ 大怪獣総攻撃
2002 1笑う蛙
2青い春
3 UNLOVED
4ラストシーン
5元始、女性は太陽であった 平塚らいてうの生涯
1ハッシュ！
2クレヨンしんちゃん 嵐を呼ぶアッパレ！戦国大
合戦
3 Returner リターナー
4命
5模倣犯
2003 1鏡の女たち
2わらびのこう 蕨野行
3蛇イチゴ
4アイデン＆ティティ
5花
6 blue
1東京ゴッドファーザーズ
2黄泉がえり
3壬生義士伝
4さよなら、クロ
5踊る大捜査線 THE MOVIE 2 レインボーブリッ
ジを封鎖せよ！
6青の炎
2004 1ニワトリはハダシだ
2透光の樹
3ふくろう
4珈琲時光
5油断大敵
6犬猫
7マインド・ゲーム
1半落ち
2世界の中心で、愛をさけぶ
3いま、会いにゆきます
4きょうのできごと a day on the planet
5イノセンス
6 69 sixty nine
7クイール
2005 1ゲルマニウムの夜
2埋もれ木
3オペレッタ狸御殿
4 TAKESHIS’
1火火
2フライ，ダディ，フライ
3ローレライ
4逆境ナイン
2006 1カミュなんて知らない
2紀子の食卓
3蟻の兵隊
1手紙
2花よりもなほ
3虹の女神 Rainbow Song
2007 1松ヶ根乱射事件
2叫（さけび）
3めがね
4サウスバウンド
5人が人を愛することのどうしょうもなさ
1アヒルと鴨のコインロッカー
2幸福な食卓
3パッチギ LOVE&PEACE
4椿三十郎
5犯人に告ぐ
2008 1石内尋常高等小学校 花は散れども
2世界で一番美しい夜
3明日への遺言
4その木戸を通って
5青い鳥
6俺たちに明日はないッス
1ハッピーフライト
2容疑者 X の献身
3ザ・マジックアワー
4パコと魔法の絵本
5ブタがいた教室
2009 1あんにょん由実香
2嗚呼 満豪開拓団
3ポチの告白
4私は猫ストーカ
1ゼロの焦点
2おと・な・り
3ジェネラル・ルージュの凱旋
4エヴァンゲリオン新劇場版：破
2010 1ヒーローショー
2酔いがさめたら、うちに帰ろう。
3ゲゲゲの女房
4ケンタとジュンとカヨちゃんの国
5レオニー
1おとうと
2孤高のメス
3カラフル
4ゴールデンスランバー
5借りぐらしのアリエッティ
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降監督、石坂洋次郎原作）、『江分利満氏の優雅な
生活』（岡本喜八監督、山口瞳原作）、『愛と死を
見つめて』（斎藤武市監督）、『氷点』（山本薩夫監
督）、『赤頭巾ちゃん気をつけて』（森谷司郎監
督）、『されど我らが日々よりー別れの詩』（森谷
司郎監督、柴田翔原作）。また有名作家の文芸小
説の映画化も見られる。『雪国』（豊田四郎監督）、
『暗夜行路』（豊田四郎監督）、『古都』（中村登監
督）。
それに対して、「評論家偏愛」映画は、社会問
題を扱ったものが多い。表 1の映画で、新藤兼人
監督による『第五福竜丸』は、1954年アメリカ
がビキニ環礁で行なった水爆実験の被害者となっ
たマグロ漁船の悲劇をドキュメンタリー調に描い
たものである。また『日本の夜と霧』と『飼育』
はいずれも大島渚監督によるものだが、『日本の
夜と霧』は安保闘争の学生運動の内実が描かれ、
『飼育』はある山村に墜落した米軍機の生き残り
である黒人兵士と村人との異様な関わりと顛末を
描いた作品である。大江健三郎原作の『飼育』と
は、黒人兵士が村人に閉じ込められ鎖で繋がれた
状態で管理下に置かれ、飼育されているかのよう
な状況であったことに因んでいる。また『人間の
条件』（小林正樹監督）は主人公の梶を通して戦
争における人間性を描いた作品、『ベトナム』（山
本薩夫、増田健太郎、小泉尭監督）は、ベトナム
戦争を描いた長編記録映画、『橋のない川（今井
正監督）』は同和地区住民への差別問題を、『人間
蒸発』は今村昌平監督が、現実に失踪した人間の
行方をその婚約者と共に追う、という設定のもと
に日本全国を歩き、その取材過程を映画に仕上げ
た。撮影は石黒健治で 16ミリのカメラを使って
いる点にこの映画の独自性がある。
政治問題だけではなく、医療問題に取り組んだ
映画にも評論家は高い評価を与えている。松山善
三監督による『われ一粒の麦なれど』である。農
政省官吏坂田は、小児麻痺予防には生ワクチン以
外にないと確信したが、これを使用するには、そ
の安全性を保障するための人体実験が必要であ
る。そこで坂田は平岡教授や熊谷に協力をたの
み、人体実験に必要なデーター作成にのり出し
た。折も折小児麻痺は過速度的に蔓延し、世論が
高まり、生体実験が行われることになった。厚生
大臣は大量の生ワクチンを輸入して、生ワク投与
にふみきった。だが坂田は左遷され一人東京を去
っていくのだった。
『恐山の女』（五所平之助監督）は、満州事変の
頃、津軽海峡の漁村で育った女性が貧しさゆえに
遊女になった女性の不幸を描いている。薄幸な運
命の中で、愛する男が出来るのが、その男たちは
皆死んでゆく。最後には恐山で悪霊退散のため命
を落としてしまうという悲劇的な映画。暗くて重
い映画が「評論家偏愛」の映画ということにな
る。
『真剣勝負』は、内田吐夢監督の遺作である。
宮本武蔵の完結編とも言うべき作品である。一般
的なチャンバラ時代劇の枠には収まらないような
特異な作品である。戦う男たちの気迫と哲学を描
いた内容で、武蔵の生きざまが凝縮されたような
迫力がある。宮本武蔵と宍戸梅軒を中心に、梅軒
の女房とその子のほぼ四人に話をしぼり、梅軒の
鎖鎌に対して武蔵が二刀流を開眼するまでを、全
体を約八割の立ち廻りシーンにし、かつ武蔵が梅
軒の家を訪れる夕刻から、翌日の夕刻までの二十
四時間の出来事を、セミ・ドキュメンタリータッ
チで描いた作品である。
『幕末太陽傳』（川島雄三監督）は、映画評論家
以外からも高い評価を得ている。たとえば、キネ
マ旬報社が創刊 80周年を記念して、監督、プロ
デューサー、脚本家、撮影監督など、実際に日本
映画の製作に携わる映画人に、それぞれのベスト
作品 10本を順不同で選んでもらった結果、「映画
人が選ぶオールタイムベスト 100（日本編）」の
第 5位に選出されている。また、映画 100年を総
括する特別企画として、映画史を通じての「オー
ルタイム・ベストテン（日本映画編）」でも第 10
位に選ばれている。筆者も映画館でこの映画を見
る機会があったが、まさに異色の時代劇、最高傑
作だという気がする。50年たっても色あせない
輝きを持っている映画で、映画評論家の先見性、
慧眼、鑑賞能力の高さには脱帽する。アマゾンの
カスタマーレビューに、映画の内容と評論につい
てすばらしいコメントがあるので少々長いが引用
する。
川島雄三作品。これは素晴らしい。1957年の
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作品だが全く色褪せていない。傑作。全く「もた
れず」3回も観てしまいました。
幕末の品川の遊廓「相模屋」を舞台に、居残り
佐平次、高杉晋作、女郎たちの様々なストーリー
が展開される。
居残りというのは遊廓の勘定が支払えない時に
客がやったそうです。文字通り部屋に居残って篭
城すること。居残りは「下下の下下（げげのげ
げ）」と廓では嫌われた。
フランキー堺が本当に素晴らしい。僕自身これ
ほどまでとは思わなかった。佐平次のクレーバな
所、ピカロな所、江戸っ子なところ、そして動き
の素晴らしさ。運動量の多さ（カメラは縦横無尽
にそれを追う）。着物を着る仕草。どれもがピタ
ッと決まっている。芸者を揚げているときに、芸
者から太鼓のバチをうばって、それをクルクル回
す（このあたりはジャズドラマーらしい）。台詞
回しに少し落語家口調が入っていたりする。
全体的に明るい映画だが、佐平次が結核を病ん
でいて、それが映画に陰影（とうか凄味）を与え
ている。
板頭（その廓で最も人気のある芸者）のおそめ
を演じた左幸子は野太い声が「品川女郎」を演じ
るのに適しており、絶品である。「青べか物語」、
「飢餓海峡」での演技は、本作でのアクトが踏み
台になっているのだろう。この人元々体育の先生
だったそうだ。
他にも「相模屋」主人の金子信雄、その妻山岡
久乃（川島作品の山岡は絶品である）、若旦那徳
三郎に若い（！）梅野泰靖（芦川との風呂場での
シーンが素晴らしい。特に第一声が。ラヂオの時
間では千本のっこのマネージャー役）、小沢昭一
（若旦那への第一声が素晴らしい）、殿山泰司（太
った殿山ははじめてみた）、岡田真澄、芦川いず
み（可憐）、高杉役の石原裕次郎、小林旭（台詞
がわかんない）、二谷英明、菅井きん（上手い）、
杢兵衛大尽役の市村俊幸（これは凄い）、南田洋
子（きれい）など豪華な役者陣が脇を添えてい
て、アンサンブルも強力だが、それでもフランキ
ーの素晴らしさが群を抜いている。これは本当に
凄いと思った。
役者陣は時折芝居がかった口調をするがそれが
上手い。三味線の合いの手が入るところはタイミ
ングが絶妙。この「呼吸」は今出来ないだろう。
脚本は落語から着想をえている。いくつもの噺
（4つか 5つ）を使っており、それらのエピソー
ドの集積からこの作品は出来上がっている。佐平
次がそれらのエピソードにからみつつ進行する。
どのエピソードも非常に良く出来ている。落語か
ら上手く「頂いている」という感じ。
物語の最初の方に 57年当時の品川が映る。そ
れから、幕末の品川に変る。こういう手法は後の
「青べか物語」でも使われている。遊郭という室
内を主な舞台にしているが、後年の大傑作「しと
やかな獣」も団地の一室が舞台だ。
それからカメラが下から上へ上がる動きをする
時、やけに気持ちいい感触を受けた。
表 2に示した 1972年度から 2010年度までの日
本映画の一覧表を見れば、「読者偏愛」の映画の
ジャンルとしてアニメーション映画が始めて登場
する。『宇宙戦艦ヤマト』『さらば宇宙戦艦ヤマト
・愛の戦士たち』『ルパン三世・カリオストロの
城』『じゃリン子チエ』『さよなら銀河鉄道 999』
『うる星やつら／オンリー・ユー』『もぞん一刻』
『アキラ』『攻穀機動隊／GOST IN THE SHELL』
『クレヨンしんちゃん 嵐を呼ぶアッパレ！戦国
大合戦』『エヴァンゲリオン新劇場版：破』『借り
ぐらしのアリエティ』。現在世界中でアニメが高
い人気を得ていることからすれば、映画素人にも
先見の明があるのではないかと思われる。評論家
と違い、映画とはこのようにあるべきだという固
定観念や先入観から解き放たれているからであろ
うか？
表 2から「評論家偏愛」映画を理解するキー・
ワードは、複雑性・多様性・社会性のように思わ
れる。2010年度の映画を例に取ると、『ヒーロー
ショー』（井筒和幸監督）は、映画感想によると
「答えが出ない映画、でも悪いとも決して思えな
い。力作」。以下レビューのコメントの 1例を示
す。
う～ん非常に難しい映画だと思う
R−15指定が付いたこの作品
だが今年もうすぐ 32歳になる自分でも
心臓が苦しくなる、そんな壮絶シーンで溢れて
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いた。
性描写に関しては正直 R−12くらい
しかし暴力描写は「血と骨」を越える凄まじさ
だった。
そんな映画だから、もう見たくないと普通はな
るのですが、この映画不思議と「もう 1回
見たい」という気持ちになるのは一体何故
なのだろうか？
多分見てもそこまでの感動は無い。
この映画、ストーリーを分かった上で見ても
多分そこまで面白いとは思わないと思う
しかしもう 1回みたいとも思う
一体何故なのか？
多分「間」が凄く良い映画なのだと思う。
リンチという意味なら「ハッピーピープル」の
方が十分ひどいし強烈だ。
でもこの映画は…後半にかけて緩やかに進んで
いった（あくまで凄惨なリンチシーンは）
ところが良かったのかもしれない。
『レオニー』（松井久子監督）は、世界的な彫刻
家、イサム・ノグチ（1904～88年）の母、レオ
ニー・ギルモアの伝記映画。「見る人によってい
ろいろな見方ができそうな奥の深い映画」。『酔い
がさめたら、うちに帰ろう』（東陽一監督）は、
アルコール依存症の治療をテーマに「淡々として
る。けどリアル」「シリアスだけどちょっとユー
モラス」。『ケンタとジュンとカヨちゃんの国』
（大森立嗣監督）は、孤児院で兄弟のように育っ
たふたりの若者。親もお金も居場所も、夢を持つ
ことさえどんなことか分からない彼らが、すべて
をぶっ壊して“ここ”から抜け出し、盗んだ車で
走り出す──ただひとつ、目指した小さな希望に
向かって……。現代社会に生きる等身大の若者
を。若者の孤独や苛立ち、希望と絶望を硬派な演
出でまとめた大森立嗣監督の手腕が光る一作であ
る。だが「意欲作だが分かりにくい」という評も
ある。
2009年度の『あんにょん由実香』（松江哲明監
督）は「色んな見方ができるドキュメンタリー」、
「若くして亡くなった AV 女優の林由美香が、韓
国製の謎の AV 作品に出演していた」という所
から、彼女の幻影を追い求めてドキュメンタリー
はスタートするのだが、なんとも不思議な空気感
を漂わせている作品である。『嗚呼 満豪開拓団』
（羽田澄子監督）は、多くの山形出身者を含む満
州蒙民がたどりついた場所とは…日中の過去を現
在そして未来を映す、衝撃のドキュメンタリー。
『ポチの告白』（高橋玄監督）は、警察組織の腐敗
をテーマにした映画。どこにでもいる普通のお巡
りさんが警察組織を守るために汚れ役となって警
察権力の不正に積極的に加担し、最終的には金儲
けのために腐敗していく、社会派エンタテイメン
ト映画。作品が完成したのは 2005 年だったが、
映画の過激な内容やライブドア事件の影響で限ら
れた場所でしか公開されなかった。2004年度の
『ニワトリはハダシだ』（森崎東監督）は、知的障
害を持つ少年を主人公に、警察の汚職、在日朝鮮
人への差別など、現代社会が抱えるさまざまな問
題をユーモラスに描き出した人間ドラマ。
ところで『男はつらいよ』シリーズ（山田洋次
原作・監督、渥美清主演）全 48作は、1969年に
始まり 1995年まで実に 27年間まで続いた。日本
映画史上画期的な作品群であった。図 2に示した
ように作品によって観客動員数は異なるが、一貫
して多くの寅さんファンを魅了し続けている。表
1と表 2 から明らかなように、『男はつらいよ』
は「評論家偏愛」と「読者偏愛」の両方に登場す
るという興味深い結果になっている。『男はつら
いよ・純情篇』（1971年）『男はつらいよ・寅次
郎の休日』（1991 年）は「読者偏愛」映画とし
て、それに対して『続・男はつらいよ』（1969
年）『男はつらいよ・寅次郎恋歌』（1971年）『男
はつらいよ・私の寅さん』（1973年）『男はつら
いよ 葛飾立志篇』（1976年）『男はつらいよ
寅次郎純情詩集』（1977年）『男はつらいよ 寅
次郎わが道をゆく』（1978年）『男はつらいよ
噂の寅次郎』『1979年』『男はつらいよ 浪速の
恋の寅次郎寅次郎サラダ記念日』『1981年』『男
はつらいよ 寅次郎サラダ記念日』（1989年）は
「評論家偏愛」として登場する。これは何を意味
するのだろうか？表面的には『男はつらいよ』は
ワン・パターンの映画のように思われる。川崎・
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須賀（1990）によれば、寅さんの定型パターンは
次のようになる。旅先でのマドンナとの出会い→
柴又・とらやに帰宅→ささいないざこざ→家を飛
び出そうとする寅→マドンナの突然の来訪による
再会→とらやへ再び戻る寅→マドンナとのハッピ
ーデート→恋敵の出現→寅の失恋→再び旅へ出
る。だが濱口・金児（2005）も指摘するように、
シリーズとして見れば、喜劇ドラマの内容は実に
多彩である。たとえば主役の寅さんの出向いた土
地は、北海道から沖縄まで全国 90箇所にもなり、
外国ではウィーンまで出かけている。寅さんの相
手となるマドンナたちも皆で 45名に及び、それ
ぞれ特色ある美人たちで、寅さんとの関わり方も
様々である。帰郷と放浪の繰り返しを基本的なパ
ターンにしながら、不変性と時代性、喜劇と悲
劇、日常性と非日常性といった、相反する次元が
見事に統合されている。筆者の言葉で言えば、
『男はつらいよ』は単純性と複雑性を兼ね備えた
映画なのかもしれない。
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Content Analysis of Films (2)
──Different Japanese film preferences between film critics and film journal readers──
ABSTRACT
This study clarifies the differences in Japanese film preferences between film crit-
ics and readers of the film journal (Kinema Junpou) , using ranking data from the film
journal. Films that received rankings lower than 20 by film critics and over 20 by read-
ers were defined as films that were popular with critics. In contrast, those ranked lower
than 20 by readers and higher than 20 by film critics were defined as films that were
popular with readers.
The results indicated that the films that were popular with readers might be char-
acterized as simple, entertainment oriented, explicit and easily-understood films, such
as animation films. On the other hand, films that were popular with critics might be
characterized as complex, art oriented, implicit and difficult-to-understand films. The
preferences of the critics may be affected by the diversity and complexity of the film
stimuli.
Key Words: film preference, film critics, film journal readers
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